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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成30年11月8日(2018.11.8)

【公表番号】特表2017-531726(P2017-531726A)
【公表日】平成29年10月26日(2017.10.26)
【年通号数】公開・登録公報2017-041
【出願番号】特願2017-521508(P2017-521508)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  71/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   71/00     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年9月26日(2018.9.26)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）ポリ（エーテルエーテルケトン）（ＰＥＥＫ）、ポリ（エーテルケトン）（ＰＥＫ
）又はポリ（エーテルケトンエーテルケトンケトン）（ＰＥＫＥＫＫ）から選択されるポ
リマーと、ｂ）ポリ（エーテルケトンケトン）（ＰＥＫＫ）とを含む組成物であって、ポ
リ（エーテルケトンケトン）（ＰＥＫＫ）がテレフタル酸単位とイソフタル酸単位の混合
物を含み、テレフタル酸単位の重量パーセントが、テレフタル酸単位とイソフタル酸単位
との合計に対して５５から８５％の間（境界値を含む）であることを特徴とし、組成物の
総重量に対して１から４０％の間（境界値を含む）の重量％のＰＥＫＫを含む組成物。
【請求項２】
　組成物が複数のＰＥＫＫからなるブレンドを含むことを特徴とし、各ＰＥＫＫが、テレ
フタル酸単位とイソフタル酸単位との合計に対して５５から８５％の間（境界値を含む）
の重量パーセントのテレフタル酸単位を示す、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　少なくとも一の添加剤を含むことを特徴とする、請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
　組成物中のＰＥＥＫの重量割合が、組成物の総重量に対して６０から９９％の間（境界
値を含む）であることを特徴とする、請求項１、２及び３のいずれか一項に記載の組成物
。
【請求項５】
　ポリ（エーテルエーテルケトン）（ＰＥＥＫ）、ポリ（エーテルケトン）（ＰＥＫ）又
はポリ（エーテルケトンエーテルケトンケトン）（ＰＥＫＥＫＫ）から選択されるポリマ
ーを含む組成物の降伏点及び／又は破断点伸びを改善するための方法であって、前記組成
物中にポリ（エーテルケトンケトン）（ＰＥＫＫ）を配合することから成る方法であり、
ＰＥＫＫがテレフタル酸単位とイソフタル酸単位の混合物を含み、テレフタル酸単位の重
量パーセントが、テレフタル酸単位とイソフタル酸単位との合計に対して５５から８５％
の間（境界値を含む）であることと、ＰＥＫＫが組成物の総重量に対して１から４０の間
の重量％（境界値を含む）の割合で組成物中に配合されることとを特徴とする方法。
【請求項６】
　レーザー焼結により、請求項１から４のいずれか一項に記載の組成物から生産される物
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体。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
　６０から９８の間の重量％の半結晶性ＰＡＥＫ及び４０から２の間の重量％の非晶質Ｐ
ＡＥＫを含むポリマーアロイが米国特許第５３４２６６４号より知られている。そのよう
なアロイは、半結晶性ＰＡＥＫ単独の場合と比較して、より高い破断点伸び及び低下した
粘度を示す。しかしながら、この文献は、部品の変形の問題を生じさせる結晶化の速度に
関して言及しておらず、過度に急速な結晶化の反応速度の結果として部品に現われる内部
応力を除外するために、長期的且つ費用のかかるアニーリング後の段階を必要とする。ア
ロイの降伏点についての言及はない。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　総説ＰＯＬＹＭＥＲ， １９８８， Ｖｏｌ． ２９， Ｊｕｎｅ， ｐｐ． １０１７－１
０２０に見られる「Ｂｌｅｎｄｓ ｏｆ ｔｗｏ ＰＡＥＫ」と題する論文は、共に素早く
結晶化するという際立った特徴を有するＰＡＥＫ類の二つのポリマーであるＰＥＥＫとＰ
ＥＫとに基づくアロイの調製を記載している。この論文は、アロイの二つの化合物の結晶
化及びそれらの性質について研究している。一方で、この論文は、結晶化の速度及び内部
応力の出現と得られた部品の変形への影響、並びにアロイの機械的特性を研究していない
。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ ｔｈｅ Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｃｈｅｍｉｃａｌ Ｓｏｃｉｅｔｙ， 
１９９７， ３０， ｐｐ．４５４４－４５５０の「Ｄｙｎａｍｉｃ ｓｔｕｄｙ ｏｆ ｃ
ｒｙｓｔａｌｌｉｚａｔｉｏｎ ａｎｄ ｍｅｌｔｉｎｇ－ｉｎｄｕｃｅｄ ｐｈａｓｅ ｓ
ｅｐａｒａｔｉｏｎ ｉｎ ＰＥＥＫ／ＰＥＫＫ ｂｌｅｎｄｓ」と題する論文は、ＰＥＥ
ＫとＰＥＫＫとのアロイを記載しており、イソフタル酸単位（Ｉ）に対するテレフタル酸
単位（Ｔ）のＴ／Ｉ比率は３０／７０である。この論文は、５０／５０に等しい重量割合
でＰＥＥＫ中３０／７０ＰＥＫＫの取り入れを明示し、アロイの二つの化合物の相互拡散
の結果として、ＰＥＥＫの結晶化を遅らせることを可能にする。この書類は、そのような
アロイの機械的特性を研究していない。
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